
主　な　内　容

　下林のこの寺は、建武元年（1334）
吽
うんにち

日によって開山され、金剛院村上山観
音寺と称する真言宗の古

こさ つ

刹です。また、
二十八世の吽

うんしゅん

俊は、後の勤王歌人として有
名な佐

さく ら あ ず ま お

久良東雄です。本尊は十一面観世音
菩薩で、本堂は江戸時代中期の再建です。

● 年末年始の窓口案内　　　　　　　　　  P11

● 戸籍証明書・住民票　　　　　　　　　  P13
　 交付には、本人確認が必要になります

　 市 の 人 口 と 世 帯　　82,273 人 ( 前 月 比 ▲ 29)  男 40,788 人　 女 41,485 人　 28,604 世 帯 11 月 1 日 現 在

観音寺の鐘
しょうろう

楼
（下　林）

● 2月 17日　　　　　　      　　　　  P6 
　 第 1回石岡つくばねマラソン

● 行政懇談会 　　　 　　　　　　　　　  P2

　 残土対策や道路整備などを話し合う

● 男女共同参画　　　  　　　　　　　　　P21
　 基本計画（案）へご意見を
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行政懇談会

　地域と一緒になってまちづくりを考え
る行政懇談会が、10月25日にひまわ
りの館で行われ、関係者約100人が参
加しました。
　地域住民の代表者である区長さん方と
横田市長を筆頭とする市行政が、お互い
に顔を合わせてこれからのまちづくりに
ついて意見を交換しました。

川
又
地
区
の
残
土
に
つ
い
て

問 

　

農
地
改
良
届
に
伴
う
工
事

で
、
川
又
地
区
の
農
地
と
山
林
が
膨

大
な
量
の
残
土
で
埋
め
立
て
ら
れ
ま

し
た
。
市
は
、
地
域
住
民
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
次
の
５
点
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

①
搬
入
路
残
土
の
撤
去

②
地
下
水
汚
染
な
ど
の
被
害
と
市
の

責
任

③
水
質
検
査
の
継
続
お
よ
び
土
壌
検

査
の
実
施

④
隣
接
す
る
山
林
の
被
害
補
償

⑤
農
業
委
員
会
の
体
質
改
善

答　

 
①
搬
入
路
残
土
の
撤
去

　

農
地
改
良
と
称
し
て
川
又
地
区
に

搬
入
さ
れ
た
土
砂
に
つ
い
て
は
、
改

良
工
事
が
終
わ
り
次
第
、
原
状
に
復

す
る
と
の
確
約
書
が
委
託
業
者
よ

り
農
業
委
員
会
に
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
、
委
員
会
で
は
業

者
に
対
し
原
状
復
旧
計
画
の
提
出
と

計
画
に
沿
っ
た
施
工
を
す
る
よ
う
文

書
、
口
頭
で
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
地
改
良
実
施
水
田
も
計
画
ど

お
り
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

農
地
法
に
基
づ
き
水
田
の
地
権
者
を

指
導
し
て
い
ま
す
。
８
月
28
日
に
は

副
市
長
を
は
じ
め
、
農
業
委
員
会
・

都
市
建
設
部
・
生
活
環
境
部
で
土
砂

の
搬
入
の
中
止
を
現
地
に
お
い
て
口

頭
で
業
者
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
は
、
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
し
、
委
託
業
者
の
指
導
と
改
善

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
地
下
水
汚
染
な
ど
の
被
害
と
市
の

責
任

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
１
回
の
土

壌
検
査
と
２
回
の
水
質
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
有
害
物
質
は
検
出

さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

有
害
物
質
が
検
出
さ
れ
た
場
合

は
、
原
因
者
で
あ
る
土
地
所
有
者
お

よ
び
請
負
者
が
撤
去
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

③
水
質
検
査
の
継
続
お
よ
び
土
壌
検

査
の
実
施

　

水
質
検
査
は
年
３
回
程
度
、
土
壌

検
査
に
つ
い
て
は
、
再
度
検
査
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。

④
隣
接
す
る
山
林
の
被
害
補
償

　

立
ち
木
等
の
補
償
は
、
被
害
者
が

原
因
者
に
対
し
請
求
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
ま
す
が
、委
託
業
者
、

農
地
改
良
行
為
者
、
山
林
の
所
有
者

な
ど
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
農
業
委
員
会
の
体
質
改
善

　

川
又
地
区
の
残
土
埋
め
立
て
問
題

は
、
農
業
委
員
会
と
し
て
非
常
に
重

大
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今

回
の
件
を
教
訓
と
し
、
農
地
改
良
届

出
、
一
時
転
用
を
と
も
な
う
農
地
改

良
の
申
請
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
石

岡
市
農
地
改
良
取
扱
い
要
綱
を
新
た

に
定
め
、
無
秩
序
な
農
地
改
良
を
制

限
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
農
業

委
員
会
並
び
に
農
業
委
員
は
、
地
域

の
農
業
者
と
、
農
地
の
有
効
利
用
、

保
全
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
の

で
、
初
心
に
返
り
、
そ
の
本
来
の
使

命
に
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

横田市長櫻井区長自治連合会長

半田中部区長
　原田一夫

残土対策や道路整備などを話し合う

広報いしおか　№５２　２

▲川又地区の土砂搬入現場を調査する市職員



斎
場
の
移
転
問
題
に
つ
い
て

る
石
岡
市
、
小
美
玉
市
、
か
す
み
が

う
ら
市
の
３
市
が
応
分
の
負
担
割
合

に
応
じ
て
負
担
い
た
し
ま
す
。

　

斎
場
移
転
事
業
計
画
の
経
緯
は
、

・
平
成
９
年
４
月
組
合
議
会
に
斎
場

移
転
対
策
特
別
委
員
会
が
設
置

・
平
成
13
年
７
月
斎
揚
組
合
臨
時
議

会
で
移
転
先
の
議
決
、
決
定

・
市
町
村
合
併
問
題
な
ど
の
紆
余
曲

折
を
経
て
、
平
成
17
年
２
月
正
副
管

理
者
会
議
に
お
い
て
、
13
年
度
に
策

定
さ
れ
た
基
本
計
画
書
の
事
業
費
、

規
模
等
を
再
検
討
し
、
現
行
の
財
政

事
情
を
考
慮
し
た
施
設
と
し
て
基
本

計
画
の
作
成
を
進
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
都
市
計
画
決
定

に
向
け
て
の
作
業
を
現
在
行
っ
て
い

ま
す
。

移転予定地 石岡市染谷字中島1749番地
事業年度 平成20年度から23年度
事 業 費 23億円
敷地面積 58,138㎡
構 造 鉄筋コンクリート造一部２階建
延べ床面積 3,000㎡
火 葬 炉 ７基・予備スペース１基

斎場の施設概要

石
岡
駅
・
南
台
間
の
鹿
島
鉄

道
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て

問　

石
岡
駅
南
台
間
の
鹿
島
鉄
道
跡

地
を
公
共
交
通
バ
ス
専
用
道
路
と
し

て
買
収
し
、国
道
３
５
５
号
線
兵
崎
、

山
王
台
地
域
の
交
通
渋
滞
を
回
避
す

る
石
岡
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
の
活
用
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

答　

鹿
島
鉄
道
が
廃
線
と
な
り
、
本

年
４
月
か
ら
代
替
バ
ス
の
運
行
が
始

ま
り
ま
し
た
。
バ
ス
会
社
に
よ
る
と

鉄
道
か
ら
バ
ス
ヘ
の
乗
り
換
え
は
４

割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

運
行
状
況
は
一
部
の
時
間
帯
を
除

き
、
概
ね
予
定
時
間
通
り
の
運
行
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
バ
ス
の

運
行
に
鉄
道
ほ
ど
の
正
確
さ
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
利
用
者
の
利
便

性
を
考
え
、
鹿
島
鉄
道
跡
地
を
利
用

し
て
は
ど
う
か
と
の
提
案
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
に
関
し
ま
し
て
は
、
貴

重
な
ご
意
見
と
し
て
受
け
止
め
、
跡

地
利
用
の
あ
り
方
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　

横
断
歩
道
と
街
路
灯
の
設
置

要
望
の
手
続
き
の
仕
方
と
防
犯
灯

お
よ
び
街
路
灯
の
定
義
は
ど
う

な
っ
て
ま
す
か
。

正上内区長
　小松﨑誠志

南台二丁目区長
　川田　豊

国分町16部区長
　柳澤　文典

答　

横
断
歩
道
・
信
号
機
の
設
置
は
、

「
一
時
停
止
」「
止
ま
れ
」
な
ど
の
交

通
規
制
標
識
と
同
様
に
交
通
安
全
上

重
要
な
も
の
で
、
茨
城
県
の
公
安
委

員
会
が
許
可
・
設
置
し
ま
す
。
設
置

に
必
要
な
条
件
と
し
て
、
地
区
の
合

意
が
必
要
で
す
の
で
、
地
区
の
意
見

を
取
り
ま
と
め
て
か
ら
市
に
要
望
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

道
路
状
況
、
交
通
量
等
を
調
査
し
た

中
で
、
公
安
委
員
会
が
設
置
す
る
か

ど
う
か
決
め
ま
す
。

　

次
に
、
防
犯
灯
と
街
路
灯
の
定
義

で
す
が
、

・
防
犯
灯
は
市
民
生
活
の
安
全
を
図

る
た
め
に
、
地
区
に
お
い
て
設
置
す

る
も
の
が
防
犯
灯
で
す
。
市
で
は
、

設
置
工
事
費
の
２
分
の
１
以
内
で
限

度
額
は
あ
り
ま
す
が
、
補
助
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
設
置
後
の
維
持
管
理

の
費
用
（
電
気
料
・
球
交
換
等
）
は

地
区
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
器
具
の

交
換
費
用
は
設
置
す
る
場
合
と
同
様

に
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

・
街
路
灯
は
、
石
岡
市
が
管
理
し
て

い
る
道
路
で
通
学
路
や
交
通
安
全
上

必
要
な
箇
所
、
ま
た
は
地
区
の
境
界

で
維
持
管
理
が
ど
ち
ら
に
も
属
さ
な

い
箇
所
に
設
置
す
る
場
合
な
ど
が
該

当
し
ま
す
。

　

街
路
灯
の
設
置
工
事
、
維
持
管
理

の
費
用
は
市
が
す
べ
て
負
担
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
設
置
は
地
区
の
代
表

者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
市
で
現

地
調
査
・
確
認
の
う
え
設
置
し
ま
す
。

答　

現
在
の
石
岡
地
方
斎
場
は
、
昭

和
52
年
運
用
開
始
で
、
既
に
30
年
が

経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
施
設
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
齢
者
杜
会
の
進
展
に
よ
り
、
火
葬

需
要
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

こ
れ
ら
に
対
応
し
た
施
設
の
整
備
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
敷

地
全
体
が
狭
あ
い
な
た
め
、
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
ず
、
周
辺
へ
の

迷
惑
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
老
朽
化
の
具
体
例
と
し
て
は
、

火
葬
炉
の
延
命
を
図
る
た
め
、
一
日

当
た
り
の
火
葬
件
数
を
12
件
か
ら
８

件
に
制
限
し
て
の
運
営
や
施
設
の
雨

漏
り
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、
移
転
し
た
場
合
の
負
担
金

は
、
石
岡
地
方
斎
場
組
合
を
構
成
す

問　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
斎
場

移
転
の
緊
急
性
が
あ
る
の
か
、
移

転
さ
れ
た
場
合
の
石
岡
市
の
負
担
な

ど
、
移
転
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

３　広報いしおか　№５２

▲鹿島鉄道跡地（元南台駅から石岡駅方面をのぞむ）



高
浜
地
内
の
道
路
整
備

計
画
と
進
捗
状
況
は

問　

①
現
在
、
整
備
中
の
恋
瀬
川
左

岸
堤
道
路
の
進
捗
状
況
・
完
成
予
定
と

高
浜
道
路
と
の
接
続
付
近
の
信
号
設
置

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

②
北
根
本
踏
切
か
ら
線
路
脇
を
抜
け

県
道
石
岡
飯
岡
線
ま
で
の
農
道
改
良

整
備
状
況
と
交
差
点
へ
の
信
号
機
設

置
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す
か
。

答　

①
市
道
Ａ
５
６
４
１
号
線
恋

瀬
川
左
岸
堤
道
路
整
備
工
事
は
、
計

画
延
長
が
７
５
０
ｍ
・
車
道
幅
員
７

ｍ
・
歩
道
幅
員
４
ｍ
の
道
路
改
良
工

事
と
し
て
整
備
中
で
、
現
在
、
地
盤

改
良
工
事
が
１
５
７
ｍ
完
了
し
て
い

ま
す
。
こ
の
地
盤
改
良
工
事
が
済
み

次
第
、
道
路
改
良
の
舗
装
工
事
等
に

入
る
計
画
で
す
。
県
道
石
岡
田
伏
土

浦
線
と
の
取
付
部
分
は
、
県
の
愛
郷

橋
等
改
修
工
事
の
状
況
を
見
守
り
な

が
ら
、
工
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
概
ね
平
成
23
年
頃
に

は
完
成
の
目
途
が
つ
く
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
交
差
点
は
朝
夕

か
な
り
の
交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
当
初
か
ら
信
号
機
を
設
置

す
る
方
向
で
県
と
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。

②
北
根
本
の
道
路
改
修
整
備
状
況

は
、
全
体
計
画
延
長
が
７
８
０
ｍ

道
路
幅
員
９
・
５
ｍ
の
道
路
と
し
て
、

平
成
17
年
度
か
ら
整
備
中
で
、
現
在

４
０
０
ｍ
が
工
事
完
了
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
年
度
は
３
７
８
ｍ
、
残
り

４
０
２
ｍ
に
つ
い
て
は
、
平
成
21

度
に
完
成
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
県
が
行
う
国
道
６
号
か
ら
６
号

バ
イ
パ
ス
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

備
と
、
そ
の
延
伸
と
な
る
県
道
石
岡

飯
岡
線
ま
で
の
改
良
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
交
差
点
改
良
工
事
に
伴
う

石
岡
地
区
の
ご
み
集

積
所
の
今
後
は

問　

集
積
小
屋
を
設
置
し
な
い
で
、

道
路
端
に
ご
み
が
置
か
れ
て
い
る

と
、
犬
や
猫
な
ど
に
荒
ら
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
ご
み
集
積
所
の
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
何
か
対
策
は
お

持
ち
で
す
か
。

答　

現
在
、
石
岡
市
の
ご
み
集
積
所

は
１
５
３
４
箇
所
あ
り
、
す
べ
て
の

集
積
所
に
小
屋
な
ど
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ご
み

が
散
乱
す
る
場
合
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
市
で
も
で
き
る
だ
け
早
く

回
収
し
、
被
害
が
な
い
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、ご
み
集
積
所
は
、

民
地
や
道
路
内
の
通
行
に
支
障
が
な

い
箇
所
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
小
屋
の
設
置
が
難
し
い
の
が
現

状
か
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。　

通
学
路
の
安
全
確
保

問　

①
県
道
土
浦
笠
間
線
（
金
指
地

区
）、
笠
間
つ
く
ば
線
（
フ
ラ
ワ
ー
ヒ

ル
周
辺
）
の
整
備
状
況

答　

①
県
で
は
、
主
要
地
方
道
土
浦

笠
間
線
（
金
指
地
区
）
の
歩
道
未
整

備
区
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
整
備
計

画
に
基
づ
い
た
現
地
立
ち
会
い
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
新
年

度
の
工
事
着
工
に
向
け
予
算
要
求
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

主
要
地
方
道
笠
間
つ
く
ば
線
（
フ
ラ

ワ
ー
ヒ
ル
周
辺
）
の
歩
道
設
置
整
備

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
八
郷
地

区
は
歩
道
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
地

域
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
の
た
め
に
も
歩
道
整
備
の

予
算
配
分
を
強
く
県
に
働
き
掛
け

て
い
き
ま
す
。

②
市
道
Ｂ
１
０
７
号
線
（
吉
生
小
学
校

付
近
）
の
歩
道
整
備
の
進
捗
状
況

③
市
道
Ｂ
１
０
２
号
線
（
宇
治
会
・
弓

張
間
）
の
改
良
拡
幅
工
事
の
進
捗
状
況

④
市
道
Ｂ
６
４
８
４
号
線
（
園
部
中
学

校
付
近
）
の
舗
装
整
備
の
進
捗
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

城南中学校地区
会長　小林威文

信
号
機
設
置
を
含
め
て
、
早
期
完
成

が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
県
に
強
く
要
望

し
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

柿岡地区
会長　松田和夫

葦穂地区
会長　小川廣雄

瓦会地区
会長　島田　保

園部地区
会長　久保田敏明

広報いしおか　№５２　４

▲交通渋滞が激しい愛嬌橋周辺

▲ごみが整然と置かれた市街地の
　集積所の様子

▲小屋が設けられた集積所



筑
波
山
と
市
内
観
光
ル
ー

ト
を
結
ぶ
道
路
整
備

問　

県
道
笠
間
つ
く
ば
線
の
筑
波
山

風
返
し
峠
か
ら
十
三
塚
へ
通
じ
る
道

路
は
、
市
内
観
光
に
と
っ
て
極
め
て

重
要
な
道
路
で
す
。
早
急
な
整
備
が

必
要
と
思
い
ま
す
が
市
の
考
え
は
。

答　

こ
の
道
路
は
一
部
拡
幅
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
未
整
備
区
間

は
山
間
急
傾
斜
地
で
、
整
備
費
用
も

多
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
局
部
的
な

改
良
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
の
観
光
施
設
へ
誘
客

を
図
る
た
め
の
重
要
な
道
路
で
す
の

で
、
主
要
地
方
道
と
し
て
役
割
が
十

分
果
た
せ
る
よ
う
県
に
強
く
働
き
掛

け
て
い
き
ま
す
。

②
葦
穂
地
区
の
歩
道
整
備
は
、
石
岡

警
察
署
よ
り
上
根
入
口
か
ら
辻
の
消

防
小
屋
前
ま
で
、
歩
道
が
な
く
危
険

で
あ
る
と
の
指
摘
が
あ
り
、
今
年
度

は
そ
ち
ら
の
歩
道
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
要
望
さ
れ
て
い

る
箇
所
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
形
で

事
業
に
着
手
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

答　

こ
の
道
路
は
、
北
関
東
自
動
車

道
の
整
備
が
進
む
に
つ
れ
て
、
今
後

ま
す
ま
す
整
備
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
く
る
路
線
と
思
わ
れ
ま
す
。
道
路

の
計
画
延
長
は
１
２
０
０
ｍ
で
そ

の
う
ち
４
１
０
ｍ
が
完
了
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
地
質
調
査
と
一
部

区
間
の
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で
す

③
昨
年
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
地
域

の
着
工
状
況
や
、
現
在
着
手
し
て
い

る
箇
所
か
ら
順
次
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

④
昨
年
か
ら
の
要
望
路
線
で
、
地
権

者
か
ら
用
地
の
無
償
提
供
の
同
意
書

も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
実
施

に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

下
水
道
事
業
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
計
画
は

問　

公
共
下
水
道
の
整
備
状
況
と
合

併
浄
化
槽
方
式
の
整
備
計
画
は
。

答　

市
の
公
共
下
水
道
の
整
備
計
画

は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

北
関
東
自
動
車
道
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備

問　

北
関
東
自
動
車
道
が
今
年
の

11
月
に
笠
間
西
IC
ま
で
開
通
予
定
で

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
大
型
車
な
ど
の

通
過
量
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、

県
道
土
浦
笠
間
線
（
大
増
地
内
）
の

拡
幅
な
ど
の
整
備
状
況
は
。

総
合
支
所
の
有
効
活
用

問　

八
郷
総
合
支
所
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
市
の
考
え
方
は
。

答　

市
で
は
、
現
在
、
八
郷
総
合
支

所
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
公
共
施
設

等
活
用
調
査
検
討
委
員
会
な
ど
で
先

進
地
視
察
や
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
総
合
支
所
が
利
用
し

や
す
く
、
集
ま
り
や
す
い
場
と
な
る

よ
う
、
市
民
の
方
々
へ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
願

い
ま
す
。

石
岡
市
ha

八
郷
地
区
ha

計
画
面
積

３
２
４
３

１
０
８
３

認
可
面
積

１
５
７
９

　

６
１
３

整
備
面
積

１
２
４
６

　

４
７
３

　

現
在
、
事
業
認
可
地
区
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
完
了
ま
で
５
～

６
年
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
小
桜

地
区
は
そ
の
整
備
が
終
わ
り
次
第
、

事
業
認
可
を
受
け
て
整
備
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
下
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
成
20
年
度
に

は
、
茨
城
県
生
活
排
水
ベ
ス
ト
プ
ラ

ン
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

合
併
浄
化
槽
の
整
備
も
含
め
、
全
体

計
画
の
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
。

　

以
上
が
、
行
政
懇
談
会
の
概
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
総
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
５
４
）

須釜区長
　仁平　二郎

恋瀬地区
会長　谷仲　力

の
で
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
早
期

完
成
に
向
け
て
積
極
的
に
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

林地区
会長　萩原　冽

半田西部区長
　松信　武始

５　広報いしおか　№５２

▲歩道整備が待たれる小倉地内

▲歩行者のすぐ脇を車両が通過する
　県道笠間つくば線

▲デコボコした砂利道の道路

▲改良拡幅工事が待たれる弓張
　地内の道路

▲インターチェンジの開通に伴い交通量が
　増える大増地内



南
台
地
区
の
地
区
計
画
変
更

　

都
市
計
画
原
案
へ
ご
意
見
を

　

市
で
は
、
南
台
地
区
の
地
区
計
画

変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
変
更
に

あ
た
り
、
石
岡
市
地
区
計
画
等
の
案

の
作
成
手
続
に
関
す
る
条
例
に
基
づ

き
、
都
市
計
画
原
案
の
縦
覧
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
原
案
に
対
す
る
皆

さ
ま
の
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
変
更
内
容

①
計
画
戸
建
住
宅
地
区
の
新
設

・
建
築
物
等
の
整
備
方
針
…
…
ま
と

ま
り
の
あ
る
低
層
独
立
住
宅
を
計
画

的
に
配
置
し
、
良
好
な
居
住
環
境
を

形
成
す
る

・
用
途
の
制
限
…
…
戸
建
専
用
住
宅

お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
も
の
以
外

は
建
築
し
て
は
な
ら
な
い

②
誘
致
施
設
Ａ
地
区
の
変
更

・
建
築
物
等
の
整
備
方
針
…
…
周
辺

住
宅
地
の
居
住
環
境
を
害
す
る
恐
れ

の
な
い
教
育
・
文
化
施
設
、
研
究
施

設
、
生
活
利
便
施
設
等
を
誘
致
す
る

・
用
途
の
制
限
…
…
一
部
変
更

「
物
品
販
売
業
店
舗
・
飲
食
店
を
建

築
し
て
は
な
ら
な
い
」

　
　
　
　
　

⇦

「
物
品
販
売
業
店
舗
・
飲
食
店
の
う

ち
、
床
面
積
が
３
０
０
０
㎡
を
超
え

る
も
の
を
建
築
し
て
は
な
ら
な
い
」

○
都
市
計
画
原
案
の
縦
覧

期
間　

12
月
４
日（
火
）〜
18
日（
火
）

※
閉
庁
日
を
除
き
ま
す
。

場
所　

市
役
所 

都
市
計
画
課

○
意
見
書
の
提
出

提
出
で
き
る
方　

南
台
地
区
計
画
区

域
内
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
お

よ
び
利
害
関
係
を
有
す
る
方

※
意
見
書
の
様
式
は
、
市
役
所 

都

市
計
画
課
に
あ
り
ま
す
。

期
間　

12
月
４
日
（
火
）
か
ら
25

日
（
火
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵

送
（
25
日
必
着
）
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
※
閉
庁
日
を
除
き
ま
す
。

〒
３
１
５-

８
６
４
０　

石
岡
市
石

岡
一
丁
目
１
番
地
１　

石
岡
市
長　

横
田 

凱
夫
あ
て（
都
市
計
画
課
扱
い
）

■
問
い
合
わ
せ 

市
役
所 

都
市
計
画
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
９
８
）

①

②

２
月
17
日石

岡
つ
く
ば
ね
マ
ラ
ソ
ン

第１回

◇
会
場　

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　
　
　
　
（
集
合
・
受
付
・
ゴ
ー
ル
）

◇
参
加
資
格　

小
学
校
３
年
生
か
ら

一
般
ま
で

◇
種
目

【
２
㎞
】　

小
学
校
３
〜
６
年
生

【
３
㎞
】　

中
学
生

【
５
㎞
・
10
㎞
】　

一
般

◇
参
加
費

小
学
生
・
中
学
生　

５
０
０
円

　

 （
市
外
の
人　

１
０
０
０
円
）

一
般　

２
０
０
０
円

◇
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

（
郵
便
振
替
用
紙
）
に
記
入
の
う
え
、

参
加
費
を
添
え
て
、
最
寄
り
の
郵
貯

銀
行
ま
た
は
郵
便
局
に
申
し
込
み
い

た
だ
く
か
、
大
会
事
務
局
（
石
岡
運

動
公
園
・
八
郷
総
合
運
動
公
園
）
へ

直
接
持
参
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
、
大
会
事
務
局
・

市
役
所
本
庁
舎
・
教
育
委
員
会
・
そ

の
他
の
市
内
公
共
機
関
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
大
会
の
詳
細
は
、
申
込
用

紙
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

20
年
１
月
10
日（
木
）

当
日
消
印
有
効

問い合わせ

　石岡つくばねマラソン大会事務局
　（石岡運動公園体育館内）☎26-7210

雨
天
決
行

広報いしおか　№５２　６



まちの
話題

できごと

まちの
話題

できごと

土
浦
日
大
中
２
年

　
　
　

 

荒
田
さ
ん
が
優
勝

日
頃
の
備
え
が
大
切

消
防
団
秋
季
点
検

３
５
０
人
が
参
加

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

10
月
６
日
、
秋
空
の
も
と
平
成
19

年
度
石
岡
市
消
防
団
秋
季
点
検
が
県

畜
産
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
消
防
団
全
18
団
、
狩
野

団
長
以
下
３
５
０
名
の
団
員
と
、
車

両
42
台
が
参
加
し
、
人
員
服
装
点
検

と
機
械
器
具
点
検
が
行
わ
れ
ま
し

▲ 談笑しながら元気に歩く参加者たち

大
山
名
人
杯
争
奪
将
棋
大
会

▲ 決勝戦で元奨励会の鈴木英春さんと対局する荒田さん（写真右）

　

10
月
20
、
21
日
に
山
形
県
天
童

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
「
ア
マ
王
将
位
戦
南
東
北
予
選

会
」
を
兼
ね
た
「
第
13
回
大
山
康

晴
15
世
名
人
杯
争
奪
将
棋
大
会
」

で
、
石
岡
市
石
岡
の
荒
田
敏
史
さ

ん
（
土
浦
日
大
中
等
教
育
学
校
２

年
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。
大
会
に

は
全
国
か
ら
75
人
が
参
加
し
、
20

日
の
予
選
で
は
３
勝
し
て
ベ
ス
ト

16
に
入
り
決
勝
進
出
を
決
め
、
翌

21
日
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は

４
局
４
勝
し
優
勝
。
12
月
１
、２

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

荒
田
さ
ん
が
将
棋
を
始
め
た
の
は

小
学
４
年
生
の
こ
ろ
。
市
内
国
府
に

あ
る
石
岡
将
棋
会
館
に
毎
日
通
い
、

日
本
将
棋
連
盟 

石
岡
棋
友
会
支
部

の
宮
本
支
部
長
や
支
部
の
皆
さ
ん
に

鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
ネ
ッ

ト
将
棋
を
毎
晩
３
時
間
ぐ
ら
い
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

　
「
将
棋
が
大
好
き
」
と
話
す
荒
田

さ
ん
の
全
国
大
会
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

え
を
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
災
害

時
に
対
応
で
き
る
体
制
作
り
の
た
め

に
は
、
日
頃
か
ら
の
規
律
訓
練
や
機

械
器
具
の
点
検
整
備
が
重
要
で
す
。

対
応
に
万
全
を
期
し
て
ほ
し
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

点
検
終
了
後
、
こ
れ
か
ら
多
く
な

る
火
災
に
備
え
、
５
地
区
に
分
か
れ

て
放
水
訓
練
を
し
ま
し
た
。

た
。
広
い
会
場
の
中
、
整
然
と
並
ん

だ
車
両
と
、
号
令
に
従
い
き
び
き
び

と
行
動
す
る
団
員
た
ち
の
姿
に
、
日

頃
の
訓
練
成
果
や
車
両
等
の
整
備
の

様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

菊
地
副
市
長
は
「
日
頃
か
ら
各
分

団
の
訓
練
や
機
械
器
具
等
の
点
検
整

備
が
行
き
届
い
て
お
り
、
日
々
の
備

　

10
月
28
日
、
爽さ

わ

や
か
な
秋
晴
れ
の

も
と
３
５
０
人
も
の
市
民
が
参
加

し
、
第
３
回
石
岡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。コ
ー
ス
は
、

県
畜
産
セ
ン
タ
ー
か
ら
常
陸
風
土
記

の
丘
、
染
谷
集
落
を
経
由
し
て
畜
産

セ
ン
タ
ー
に
戻
る
約
７
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
す
。
前
日
の
雨
で
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
水
溜
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加

者
は
花
火
を
合
図
に
、
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
10
～
15
分
の
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー

ル
を
目
指
し
歩
き
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
気
持
ち
の
い
い
晴
天
の

な
か
、
み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

き
る
な
ん
て
嬉
し
い
ね
」
な
ど
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
前
後
で
血
糖
値
を
測
定
し
ま
し
た

が
、
中
に
は
１
０
０
以
上
も
数
値
が

下
が
っ
た
人
も
い
て
、
参
加
者
た
ち

は
歩
く
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
温
か
い
豚
汁

と
お
に
ぎ
り
が
用
意
さ
れ
「
運
動
の

後
の
食
事
は
お
い
し
い
ね
」
と
豚
汁

を
お
か
わ
り
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

日
に
行
わ
れ
る
ア
マ
チ
ュ

ア
将
棋
の
日
本
一
を
決
め

る
「
ア
マ
王
将
位
戦
」
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　

荒
田
さ
ん
は
「
自
分
よ

り
強
い
人
ば
か
り
だ
っ
た

の
で
、
勝
て
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
準
決
勝
の
対

戦
が
良
か
っ
た
の
で
、
決

勝
で
楽
な
気
持
ち
で
で
き

た
の
が
よ
か
っ
た
。
で

も
、
入
に
ゅ
う
ぎ
ょ
く
ご

玉
後
ね
ば
ら
れ
た

の
で
、
勝
敗
が
決
ま
っ
た

と
き
は
、
ほ
っ
と
し
た
。

全
国
大
会
に
出
場
で
き
る

だ
け
で
嬉
し
い
。
負
け
て

も
と
も
と
な
の
で
、
１
勝

し
て
予
選
通
過
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
た

７　広報いしおか　№５２

▲  号令に従いきびきびと行動する団員たち



颯さ
っ
そ
う爽

と
走
行
！
市
民
サ

イ
ク
リ
ン
グ
大
会

市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
５
９
５
人
が
参
加

　

市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
石

岡
運
動
公
園
体
育
館
を
会
場
に
、
10

月
６
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
11
の

障
害
者
団
体
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
石
中
と
南
小
）、

ス
タ
ッ
フ
な
ど
、
総
勢
５
９
５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
輪
投
げ
や
車
椅
子
競

争
、
魚
釣
り
競
争
な
ど
の
個
人
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昼
食
後
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
石
岡
一
高
吹
奏

楽
部
の
演
奏
に
会
場
の
人
た
ち
は
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
木
村

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
は
、
参

▲ 八郷の風景画に囲まれ、感想を話しあう家族づれ

▲ 大勢が参加した開会式の様子
　

台
風
一
過
の
爽
や
か
な
秋
晴
れ
と

な
っ
た
10
月
28
日
、
秋

季
市
民
サ
イ
ク
リ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を

通
し
て
自
然
に
親
し

み
健
康
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
岡
地
区
は
国
府
公

園
、
八
郷
地
区
は
総
合

支
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
途
中
の
八

郷
南
中
付
近
で
合
流
。
目
的
地
の
鈴

木
観
光
果
樹
園
を
目
指
し
ま
す
。　

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参

加
者
は
周
囲
の
景
色
を
堪
能
し
な

が
ら
、
約
20
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
道
の

り
を
颯
爽
と
走
行

し
ま
し
た
。

　

目
的
地
の
果
樹

園
で
は
、
り
ん
ご

狩
り
を
し
て
、
ほ

ん
の
り
赤
く
色
づ

い
た
り
ん
ご
を
頬

張
り
な
が
ら
、
秋

空
の
も
と
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲ 汗ばむ陽気の中、果樹園を目指す参加者たち

加
者
も
一
緒
に
な
っ
て
体
を
動
か
し

て
い
ま
し
た
。
午
後
は
、
11
団
体
に

よ
る
団
体
競
技
で
、
玉
入
れ
や
綱
引

き
な
ど
４
種
目
で
勝
敗
を
争
い
ま
し

た
。
会
場
は
、
一
生
懸
命
競
技
を
す

る
人
や
大
き
な
声
援
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
団
体
の
部
で
優
勝
し
た
の

は
、
し
ろ
が
ね
苑
・
銀
の
笛
の
合
同

チ
ー
ム
で
し
た
。

　

秋
の
一
日
、
参
加
者
た
ち
は
ス

ポ
ー
ツ
に
汗
を
流
し
た
り
、
一
生
懸

命
応
援
し
た
り
と
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者 

１
３
７
人
が
参
加

　

10
月
26
日
、
国
府
地
区
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
「
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
の

集
い
」
に
、
石
岡
地
区
の
１
３
７
人
の

高
齢
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
ス

タ
ッ
フ
約
50
人
、
前
日
か
ら
会
場
や
食

事
作
り
の
準
備
を
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
10
時
に
開
会
し
、

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
専
門
相
談
員

に
よ
る
「
悪
徳
商
法
」
に
つ
い
て
の

講
話
を
、
参
加
者
は
頷
き
な
が
ら
真

剣
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

女
性
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
手
に

よ
る
け
ん
ち
ん
汁
や
煮
物
な
ど
を
お

か
ず
に
昼
食
を
と
り
、
演
芸
の
時
間

に
な
り
ま
し
た
。
第
一
保
育
所
の
園

児
に
よ
る
お
遊
戯
が
披
露
さ
れ
る

と
、
そ
の
可
愛
ら
し
さ
に
温
か
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

は
あ
も
に
ぃ
の
会
の
コ
ー
ラ
ス
で
は

一
緒
に
歌
い
、
揃
い
の
華
や
か
な
衣

装
の
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
に
よ
る
フ
ラ
ダ

ン
ス
で
は
、
手
を
動
か
し
た
り
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

や
さ
と
商
工
会
絵
画
展

４
０
０
点
の
絵
画
展
示

　

石
岡
市
八
郷
商
工
会
と
絵
画
を

使
っ
て
ま
ち
を
活
性
化
し
よ
う
と
活

動
し
て
い
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ト
リ
ー

ト
が
共
催
す
る
「
夏
休
み
子
ど
も

絵
画
展
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー

テ
ィ
ー
が
10
月
14
日
に
商
工
会
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
出
品

し
た
子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
な
ど
あ

わ
せ
て
４
０
０
人
が
訪
れ
、
芸
術
の

秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

八
郷
地
区
の
風
景
を
題
材
に
し
た

約
４
０
０
点
も
の
絵
画
作
品
を
前

に
、
中
村
商
工
会
長
は
「
ど
れ
も
す

ば
ら
し
い
作
品
。
学
校
の
勉
強
だ
け

で
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
広
く
地
域
の

自
然
や
文
化
に
目
を
向
け
て
欲
し

い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。
家
族

で
訪
れ
た
親
子
は
「
こ
の
人
う
ま
ー

い
」「
情
景
が
良
く
伝
わ
っ
て
く
る

ね
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
絵
画
は
、
絵
画
展
終

了
後
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
の
会

員
宅
前
に
飾
ら
れ
、
皆
さ
ん
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▲ 桜の枝を手に赤い着物で「風桜」の曲にあわせて踊る
　 園児たち

まちの話題・できごと

広報いしおか　№５２　８



親
睦
と
技
を
競
う
…
…

健
康
福
祉
ス
ポ
ー
ツ

大
会
開
催

　

10
月
19
日
、
石
岡
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
第
２
回
石
岡
市
健
康
福
祉
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県

南
大
会
の
予
選
も
兼
ね
た
こ
の
大
会

は
、
石
岡
市
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
の
会

員
が
一
堂
に
集
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
親
睦
と
技
を
競
う
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
肌
寒
い
日
に
も
関
わ
ら

ず
２
３
７
人
の
選
手
が
参
加
。
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
ペ
タ
ン

ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ

の
５
種
目
で
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、女
性
委
員
に
よ
る「
甘

酒
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ
、
参
加

者
た
ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

▲ ４ｍ先の台をめがけ輪を投げる選手

南
小
・
城
南
中
が
教
育
奨

励
賞
を
受
賞

　

９
月
19
日
市
役
所
に
お
い
て
、
市

立
南
小
学
校
（
村
上
朝
雄
校
長
）
と

城
南
中
学
校
（
村
山
憲
司
校
長
）
へ▲ 写真左から藤枝城南中 PTA 会長、村山城南中校

長、横山日本会議茨城会長、村上南小校長、高野南
小 PTA 会長 

　

10
月
22
日
、
龍
ヶ
崎
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
た
茨
城
県
市
町
村

対
抗
ア
マ
チ
ュ
ア
シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
選

手
権
で
、
石
岡
市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ

部
が
、
見
事
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
９
月
４
、５
日
の

予
選
大
会
で
勝
ち
抜
い
た
22
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
手

の
皆
さ
ん
の
日
頃
の
練
習
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
で
、
準
優
勝
す
る
こ

県
大
会
準
優
勝 

石
岡

市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

▲  昨年に続き準優勝した選手のみなさん

日
本
会
議
茨
城
教
育
奨
励
賞
の
受
賞

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
育
奨
励
賞
は
、
日
本
会
議

茨
城
（
横
山
亮
次
会
長
）
が
、
道
徳

教
育
に
励
ん
で
い
る
県
内
の
小
中
学

校
か
ら
茨
城
県
教
育
長
の
推
薦
を

受
け
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
受
賞
し
た
両
校
は
、
日
頃

か
ら
の
道
徳
の
授
業
力
ア
ッ
プ

と
体
験
活
動
の
推
進
に
よ
る
道

徳
的
実
践
力
の
育
成
活
動
が
認

め
ら
れ
、
栄
え
あ
る
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
両
校
の
ま
す
ま
す

の
道
徳
教
育
の
推
進
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

■ 

お
詫
び
と
訂
正
（
11
月
１
日
号
）

・
健
康
ガ
イ
ド
「
総
合
健
診
」
の
期

日
は
12
月
14
日
（
金
）
の
み
で
、
27

日
は
健
診
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
裏
表
紙
「
美
術
館
」
の
梶
谷
慧
さ

ん
の
学
校
名
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
有
明
中
」
で
す
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◆
陶
芸
教
室

日
時　

20
年
１
月
13
・
20
・
27
日
の

日
曜
日　

午
前
10
時
～
正
午

定
員　

各
20
名

教
材
費　

１
０
０
０
円

※
作
品
は
、約
１
か
月
後
に
渡
し
ま
す
。

◆
キ
ノ
コ
の
原
木
栽
培
教
室

日
時　

な
め
こ　

20
年
２
月
３
日（
日
）

　
　
　

し
い
た
け　
　

２
月
24
日（
日
）

　
　
　

両
日
と
も
午
前
10
時
～
正
午

定
員　

各
30
名

教
材
費　

１
３
０
０
円

※
原
木
は
一
人
３
本
渡
し
ま
す
。

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。申
込
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
に
な
り
ま
す
。
別
途
、
入
園

料
が
必
要
で
す
。（
大
人
３
１
０
円
、

小
人
１
５
０
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

常
陸
風
土
記
の
丘
事
業
所

☎
２
３
・
３
８
８
８

常
陸
風
土
記
の
丘 

体
験
教
室

◆ 

日
時　

12
月
20
日
（
木
）　

　
　
　
　

 

午
後
２
時
～

◆ 

講
師　

　

 

東
北
福
祉
大
学
総
合
福
祉
学
部

　
　
　

 

教
授　

高
橋　

誠
一 

氏

◆ 

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡　

　

 

ひ
ま
わ
り
の
館　

介
護
研
修
室

◆ 

参
加
資
格　

　

 

市
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
連
絡

協
議
会
会
員
ま
た
は
、
認
知
症
の
介

護
に
携
わ
る
方
な
ど
（
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◆ 

参
加
費　

会
員　

無
料

　
　
　
　
　

 

非
会
員　

５
０
０
円

◆ 

申
込
締
切　

12
月
14
日
（
金
）

◆ 

申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
い
ろ
り
端
石
岡

担
当
・
高
城

☎
２
７
・
６
０
０
０

FAX
２
７
・
６
０
０
６

認
知
症
の
介
護
の
た
め
に

知
っ
て
お
き
た
い
大
切
な
こ
と

認
知
症
介
護
研
修
会

～
パ
ー
ソ
ン
セ
ン
タ
ー
ド
ケ
ア
～
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年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

◆
ご
み
は
決
め
ら
れ
た
曜
日
・
時
間
（
午

前
８
時
ま
で
）
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ご
み
収
集
の
最
終
日
と
開
始
日
は
、
地

域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
石
岡
地

区
お
よ
び
八
郷
地
区
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
年
末
は
、環
境
セ
ン
タ
ー（
石
岡
地
区
）・

環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
八
郷
地
区
）

お
よ
び
周
辺
道
路
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

大
掃
除
は
早
め
に
済
ま
せ
て
、
指
定
収
集

日
に
集
積
所
に
出
す
よ
う
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

コース 最終日 開始日
品　目 品　目

燃えるごみ 12 月 28 日（金） １月３日（木）
月曜日・木曜日 電球・蛍光灯 燃えるごみ

燃えるごみ 12 月 28 日（金） １月４日（金）
火曜日・金曜日 燃えるごみ 燃えるごみ

■石岡地区■

地区名 最終日 開始日
品　目 品　目

林・小桜・高友
金指・片野

12 月 28 日（金） １月４日（金）
可燃／粗大 可燃ごみ

張間・南山崎
パセオパルケ
園西・宿山崎

柴間
富士ハイランド

12 月 28 日（金） １月４日（金）

可燃ごみ 可燃ごみ

上記以外の
園部

12 月 27 日（木） １月５日（土）

可燃ごみ
ペット／雑誌

紙パック・古布
その他紙容器

恋瀬・瓦会
長堀・八重

12 月 28 日（金） １月４日（金）
可燃ごみ 可燃／粗大

細谷・上青柳
下青柳・原押越
加生野・小幡

葦穂・柿岡（新地）

12 月 27 日（木） １月５日（土）

可燃ごみ
ペット／雑誌

紙パック・古布
その他紙容器

柿岡
（新地を除く）

12 月 27 日（木） １月５日（土）

可燃ごみ
ペット／雑誌

紙パック・古布
その他紙容器

■八郷地区■

※環境センターへ自己搬入する方は、12 月 25 日
（火）までです。年明けの受け入れは、20 年１月
９日（水）からになります。

※環境クリーンセンターへ自己搬入する方は、12
月 29 日（土）までです。年明けの受け入れは、
20 年１月４日（金）からになります。

◆
年
末
年
始
に
、
し
尿
の
く
み
取
り
が
必

要
と
な
る
家
庭
は
、
早
め
に
各
委
託
業
者

に
連
絡
を
と
り
、
く
み
取
り
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

業者名 電話番号

㈲環境保全 24-3106
㈲城東クリーン

サービス 26-5244

石岡興業㈱ 23-4149

㈲石岡衛生 26-4594

■石岡地区■

業者名 電話番号

㈲城東クリーン
サービス 26-5244

石岡興業㈱ 23-4149

㈲石岡衛生 26-4594

㈲常陸 23-1166

㈲八郷衛生 44-0151

小松崎運輸㈲ 44-1004

㈲博愛社 46-4453

■八郷地区■

ご
み
収
集

し
尿
く
み
取
り

年末年始の休日緊急診療（予定）

■
問
い
合
わ
せ

市
役
所 

環
境
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
４
４
）

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
４
３
）

夜間受付　19:00 ～ 22:30
内科・小児科

  　

　　 　緊急診療所
　（石岡市医師会病院内）
　 　　☎ 23-3515
　　　　  

　

広
報
い
し
お
か
11
月
15
日
号
６
ペ
ー
ジ
の
12
月
の
行

事
・
健
診
・
緊
急
診
療
の
中
で
、29
日
の
休
日
の
緊
急
医（
歯

科
）
が
、
い
と
う
歯
科
医
院
か
ら
福
田
歯
科
に
変
更
に
な

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
休
日
の
緊
急
医
（
歯
科
）
の
日
程
変
更
の
お
知
ら
せ

日　　程
受付時間　9:00 ～ 11:30・13:30 ～ 15:30

外科 歯科

12 月

29 日（土） 府中クリニック（午後のみ）
☎ 22-2146

福田歯科
☎ 22-2110

30 日（日） 石岡市医師会病院
☎ 22-4321

岡崎歯科診療所
☎ 22-2756

31 日（月） 山王台病院
☎ 26-3130

南台歯科医院
☎ 26-7687

１月

１日（火） 石岡循環器科脳神経外科病院
☎ 58-5211

愛歯科医院
☎ 23-6474

２日（水） 斉藤病院
☎ 26-2131

千葉歯科クリニック
☎ 22-5752

３日（木） 石岡第一病院
☎ 22-5151

はせがわ歯科医院
☎ 59-6161

広報いしおか　№５２　１０



＊年末年始の窓口案内＊

● 12 月 29 日 から１月３日まで休み
石 岡 市 役 所　　　☎ 23－1111　　石岡１－１－１
八郷総合支所　　　☎ 43－1111　　柿岡 5680－1
※年末年始の休み期間中は、出生・死亡届出などの戸籍
届出事務は日直で受け付けますが、印鑑・住民票などの
証明事務は取り扱いませんので、ご注意ください。
※自動交付機も停止します。

● 12 月 29 日 から１月８日まで 個人搬入の受付を停止
環境センター（石岡地区の方）　　　　　 ☎ 26－0246
　　　　　　　　　　　　小美玉市高崎 1824－2
● 12 月 30 日 から１月３日まで 個人搬入の受付を停止
環境クリーンセンター（八郷地区の方）　 ☎ 59－4649
　　　　　　　　　　　  かすみがうら市上佐谷 31－1
※集積所の収集は日程表のとおりです。

● 12 月 29 日 から１月３日まで休み
湖北水道企業団　　　☎ 24－3232　　田島 2－6－4
八郷水道事務所　　　☎ 43－1118　　柿岡 648－2
※水道管破裂の場合はご連絡ください。

● 12 月 31 日 から１月３日まで休み
石岡地方斎場　　　　☎ 22－6828　　石岡 2750－5

● 12 月 28 日 から１月４日まで休み
【公民館など】

中 央 公 民 館　　　☎ 43－6262　　柿岡 5680－2
府中地区公民館　　　☎ 24－1530　　府中 5－5－17
東 地 区 公 民 館　　　☎ 26－6503　   東石岡 4－6－24
城南地区公民館　　　☎ 26－3341　　三村 7109
国府地区公民館　　　☎ 22－2940　　国府 5－7－1
小桜地区公民館　　　☎ 42－3087　　川又 746
恋瀬地区公民館　　　☎ 44－3042　　小見 827－1
林 地 区 公 民 館　　　☎ 43－0864　　下林 862－1
葦穂地区多目的研修センター　☎ 43－0865　上曽 1195－1
瓦会地区多目的研修センター　☎ 43－2942　瓦谷 430－1
自然休養村センター　　　☎ 42－2965　 　須釜 1300－1
園部地区コミュニティセンター　☎ 46－1960　真家 1921

※自動交付機も停止します（東・城南地区公民館）
【スポーツ施設】

石岡運動公園体育館　☎26－7210　南台3－34－1
八郷総合運動公園　    ☎43－6884　野田600
石岡小学校温水プール    ☎23－1088　総社1－3－17
石岡市海洋センター　☎23－5191　染谷1415
柏原野球公園　　　    ☎23－8158　柏原11

【市民会館など】
市 民 会 館　　　       ☎ 22－5187　総社 1－2－5
旭 台 会 館　　　       ☎ 26－1366　旭台 2－18－3
勤労青少年ホーム　   ☎ 24－0322　石岡 2149－3
青少年センター　    ☎ 26－3678　石岡 2149－3
白 雲 荘　　  ☎ 26－4126　小美玉市高崎 1824－399
ふれあいの里石岡ひまわりの館　　　☎ 35－1126
　浴　室 ・ ホール等 ともに　　　　 大砂 10527－6

● 12 月 29 日 から１月３日まで休み
【保健センター・児童施設】

石岡保健センター　　☎ 24－1386　　杉並 2－1－1
八郷保健センター　　☎ 43－6655　　柿岡 2750
児童センター　　　　☎ 26－3678　　旭台 3－9－21
児 童 館　　　　　☎ 22－3858　　府中 5－7－33

【関係施設など】
石岡市乗合いタクシー　☎ 23－5500　 国府 3－4－22

（まちなか中継センター）

石岡地方広域シルバー人材センター
　　　　　　　　　　☎ 23－3399　　茨城 3－8－14

グリーンパレス石岡　☎ 23－2045　　茨城 3－16－20

● 12 月 29 日 から１月４日まで休み
中 央 図 書 館　　　☎ 24－1507　　　若宮 1－6－31

● 12 月 27 日 から１月４日まで休み
まちかど情報センター　☎ 27－5171　国府 3－1－1
※自動交付機も停止します。

【観光施設など】
● 12 月 28 日 から１月２日まで休み
常陸風土記の丘　　　　☎ 23－3888　 染谷 1646
● 12 月 28 日 から１月１日まで休み
茨城県フラワーパーク　☎ 42－4111    下青柳 200
●１月１日のみ 休み
やさと温泉ゆりの郷　　☎ 42－4126　小幡 1416
● 年末年始の休みはありません
つくばねオートキャンプ場  ☎ 42－2922  小幡 2132－14
国民宿舎つくばね　　　☎ 42－3121　小幡 2132－50

平成 20 年は   子年　です

年末年始の休み期間、出生・死亡届出などの戸籍届出は、市
役所本庁および八郷総合支所で日直が受け付けます
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情報　ネットワーク

石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

募　

集

イ
ベ
ン
ト

　

霞
ヶ
浦
の
高
浜
入
り
は
自
然
が
豊

か
で
、
水
鳥
の
宝
庫
で
す
。
特
に
冬

は
、
越
冬
中
の
カ
モ
、
サ
ギ
、
小
鳥
、

ワ
シ
、
タ
カ
類
な
ど
約
30
種
類
の
野

鳥
た
ち
が
見
ら
れ
ま
す
。
初
心
者
向

け
の
観
察
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
24
日
（
月
）

　
　
　

 

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
高
浜
駅
前
広
場

講
師　

松
田 

浩
二
氏
（
日
本
野
鳥

の
会
会
員
）

参
加
費　

１
０
０
円
（
資
料
代
）

※
当
日
は
、
寒
く
な
い
服
装
、
双
眼

鏡
、
筆
記
具
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
（
社
）
霞
ヶ
浦
市
民

高
浜
水
鳥
観
察
会

協
会
（
担
当 

沼
澤
）

☎
０
２
９
・
８
３
５
・
２
２
５
２

再
就
業
支
援
研
修
を

　
　

受
講
し
ま
せ
ん
か

　

近
年
、看
護
の
重
要
性
が
増
大
し
、

病
院
や
訪
問
看
護
な
ど
に
従
事
す
る

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

護
師
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
未
就
業
看
護
職
員
の
方

に
、
一
人
で
も
多
く
就
業
し
て
も
ら

う
た
め
、
離
職
期
間
が
長
い
方
を
対

象
に
、
再
就
業
に
必
要
な
最
近
の
医

療
・
看
護
の
知
識
・
技
術
を
習
得
し
て

未
就
業
の
看
護
職
員
の
方
へ

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

　
　

協
力
会
員
を
募
集

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢

者
や
障
害
者
、
子
育
て
支
援
を
受
け

た
い
人
へ
「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い

さ
ま
」
の
精
神
で
活
動
す
る
在
宅
福

祉
（
有
償
）
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。　

対
象
者　

市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の

健
康
な
人
、
福
祉
に
理
解
の
あ
る
人

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容

○
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

　

食
事
の
支
度
、
買
い
物
、
衣
類
の

　

洗
濯
、
話
し
相
手
、
外
出
時
の
付

　

き
添
い
、
介
護
者
外
出
時
の
留
守

　

番
な
ど

○
子
育
て
サ
ー
ビ
ス

　

親
が
病
気
の
際
に
、
家
事
援
助
や

　

一
時
的
な
乳
幼
児
の
世
話
な
ど

○
移
送
サ
ー
ビ
ス　

　

医
療
機
関
・
公
共
機
関
等
へ
の
送

　

迎
や
院
内
の
付
き
添
い
な
ど

活
動
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日
の
中

で
、
一
日
一
時
間
で
も
、
週
一
回
の

活
動
で
も
結
構
で
す
（
土
・
日
・
祝

日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
時
間
外
は

午
前
７
時
～
９
時
・
午
後
５
時
～
７

時
）

協
力
料
金　

１
時
間
６
０
０
円
（
時
間

外
は
１
時
間
９
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議
会

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

石
岡
支
所　

☎
２
２
・
３
０
４
５

八
郷
支
所　

☎
３
６
・
４
３
１
１

も
ら
う
た
め
、
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

再
就
業
予
定
の
看
護
職
の
方
、
将

来
就
職
を
希
望
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

未
就
業
で
、
再
就
職
を
希

望
す
る
方

研
修
期
間　

３
日
間
（
希
望
日
の
受

講
が
可
能
で
す
）

受
講
料　

無
料

場
所　

受
け
入
れ
協
力
病
院（
42
施
設
）

問
い
合
わ
せ　
（
社
）
茨
城
県
看
護

協
会
・
茨
城
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
２
２
５
・
８
５
７
２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

20
年
度

入
学
生
・
受
講
生
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制

高
等
学
校
、
福
祉
通
信
教
育
お
よ
び

生
涯
学
習
通
信
講
座
の
学
生
・
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。希
望
者
は
、

無
料
の
案
内
書
・
願
書
を
請
求
く
だ

さ
い
。

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
・
０
６
・
８
８
８
１

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

☎
０
４
２
・
５
７
２
・
３
１
５
１

広報いしおか　№５２　１２
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そ
の
他

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
20
年

１
月
11
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
市
町
村

に
対
す
る
基
本
計
画
策
定
の
努
力
義

務
等
を
定
め
た
、
配
偶
者
暴
力
防
止

配
偶
者
暴
力
防
止
法
の

改
正

障
害
者
控
除
の
対
象
者
に

認
定
書
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告

時
に
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　

介
護
を
要
す
る
方
、
ま
た

は
税
法
上
の
障
害
者
控
除
に
該
当

す
る
程
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
る
方

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
養
手
帳

等
を
持
っ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方

※
審
査
に
基
づ
き
認
定
し
ま
す
の

で
、該
当
に
な
ら
な
い
方
も
い
ま
す
。

申
請
方
法　

該
当
者
の
介
護
保
険

証
、
申
請
人
の
印
鑑
（
認
印
可
）
を

持
参
の
う
え
、
市
役
所 
高
齢
福
祉

課
ま
た
は
八
郷
総
合
支
所 
市
民
窓

口
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
認
定
書
は
、
後
日
郵
送
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

高
齢
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
５
３
）

　

戸
籍
法
お
よ
び
住
民
基
本
台
帳
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
戸
籍
証
明
・

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
請
求
時
の
本

人
確
認
を
厳
格
化
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
個
人
情
報
へ
の

意
識
の
高
ま
り
に
対
し
て
、
的
確
に

対
応
す
る
も
の
で
「
請
求
者
は
本
人

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

20
年
１
月
４
日
か
ら
、
運
転
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
等

で
の
本
人
確
認
が
開
始
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
20
年
５
月
31
日
ま
で
を

周
知
期
間
と
し
、
そ
れ
以
降
は
本
格

実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
提
示

く
だ
さ
い
。ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
身
分
証
明
書
等
の
持
参
が
な
い
場

合
は
、
窓
口

で
お
尋
ね
さ

せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

市
民
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
２
２
～
１
２
５
）

交
付
に
は
、
本
人
確
認

が
必
要
に
な
り
ま
す

１
月
４
日
〜
戸
籍
証
明
書
・
住
民
票

石岡市つくばねオートキャンプ場

指定管理者を募集
　指定管理者制度は、地方自治法の
改正によりできた制度で、公の施設
は公共団体等特定の団体に委託先が
限定されていましたが、法律の改正
により、幅広く法人やその他の団体
に指定管理者として委託できるようになったものです。
期間　20 年４月１日～ 23 年３月 31 日（予定）
業務内容　・施設の運営に関すること
　　　　　・施設の維持管理に関すること
場所　石岡市つくばねオートキャンプ場
　　　（石岡市小幡 2132 番地 14）
申込方法　市役所 商工観光課で配布する募集要項または
ホームページを参照のうえ、直接または郵送で申し込みくだ
さい。※募集要項は 12 月 27 日（木）まで配布しています。
申込期間　20 年１月７日（月）～ 11 日（金）　　　　　   
　　　　　 午前８時 30 分～午後５時 30 分
申し込み先・問い合わせ　市役所 商工観光課　〒 315-8640
　石岡市石岡一丁目１番地１　☎ 23-1111（内 411）　
　ホームページ　http://www.city.ishioka.lg.jp/

法
の
一
部
改
正
法
が
、
平
成
19
年
の

通
常
国
会
で
成
立
し
、
７
月
31
日
に

公
布
に
な
り
ま
し
た
。

改
正
の
主
な
内
容

Ⅰ 

保
護
命
令
制
度
の
拡
充

１
．
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
脅
迫
を

　
　

 

受
け
た
被
害
者
に
係
る
保
護
命
令

２
．
電
話
等
を
禁
止
す
る
保
護
命
令

３
．
被
害
者
の
親
族
等
へ
の
接
近
禁

　
　

止
命
令

Ⅱ 

市
町
村
基
本
計
画
の
策
定
の
努 

　

  

力
義
務　

Ⅲ 

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

  

に
関
す
る
改
正

Ⅳ 

裁
判
所
か
ら
配
偶
者
暴
力
相
談 

支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
保
護
命
令
発
令

の
通
知

◆
内
閣
府
で
は
、
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.gender.go.jp/

e-vaw
/index.htm

）
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

企
画
課 

男
女
共
同
参
画
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
２
２
）

▲女性に対する暴力
根絶のためのシンボ
ルマーク

１
月
11
日
〜
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次
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め
に
も
、

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
が
整
備

さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
は
、
目
的

を
理
解
し
、
一
日
も
早
く
下
水
道

や
農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

下
水
道
課

石
岡
地
区

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
２
８
３
・
２
８
５
）

八
郷
地
区

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
１
１
６
４
）

水
洗
ト
イ
レ
で

　
　

さ
わ
や
か
な
く
ら
し

　

市
で
は
快
適
で
住
み
よ
い
環
境

や
、
き
れ
い
な
川
・
湖
な
ど
美
し
い

自
然
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
下
水
道

や
農
業
集
落
排
水
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
整
備
さ
れ
た
区
域
に
住

ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
、
下
水
道
や
農

業
集
落
排
水
に
接
続
し
な
い
と
目
的

を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

貴
重
な
「
水
」
や
美
し
い
自
然
を

工
業
統
計
調
査
に

　

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
12
月
31
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
調
査
結
果

は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施

策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用

さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な

ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高
等

学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

障
害
者
の
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
へ
の
研
修
会

　

消
費
生
活
知
識
の
普
及
や
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
の
た
め
、
障

害
者
の
方
な
ど
を
対
象
に
し
た
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。　

日
時　

12
月
15
日
（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

問
い
合
わ
せ　

市
役
所 

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
１
５
２
）

不
正
軽
油
の
取
り
締
ま

り
に
ご
協
力
を
！

　

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す
。
大
気
汚

染
な
ど
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。

・
灯
油
や
重
油
を
そ
の
ま
ま
車
の
燃

料
と
し
て
販
売
・
使
用

10
月
20
日
〜

茨
城
県
最
低
賃
金
が

　

１
時
間
６
６
５
円
に

　

最
低
賃
金
制
度
は
、
私
た
ち
が
働

く
場
合
の
最
低
賃
金
額
を
保
障
す
る

も
の
で
す
。
た
と
え
、
使
用
者
と
労

働
者
の
双
方
が
合
意
し
た
う
え
で
最

低
賃
金
未
満
の
賃
金
額
を
定
め
た
場

合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
賃
金
は
無
効

と
さ
れ
、
茨
城
県
最
低
賃
金
額
が
適

用
さ
れ
ま
す
。（
特
定
の
産
業
に
従

事
す
る
方
に
は
、
産
業
別
最
低
賃
金

が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
）　

■
最
低
賃
金
額
と
の
比
較
方
法

　

実
際
に
支
払
わ
れ
て
い
る
賃
金
額

と
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
額
を
次
の

方
法
で
比
較
し
ま
す
。

①
時
間
給
の
場
合
…
時
間
給
≧
最
低

賃
金
額
（
時
間
額
）

②
日
給
の
場
合
…
日
給
÷
１
日
の
所
定

労
働
時
間
≧
最
低
賃
金
額
（
時
間
額
）

③
月
給
制
の
場
合
…
月
給
÷
１
月
平

均
の
所
定
労
働
時
間
≧
最
低
賃
金
額

（
時
間
額
）

問
い
合
わ
せ

茨
城
労
働
局 

労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
９
・
２
２
４
・
６
２
１
６

茨
城
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ   http://

w
w

w
.ibarakiroudoukyoku.

go.jp/

ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
提
出
し
て
い
た
だ
く

調
査
票
の
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
本
年
の
調
査
か
ら
調
査
事
項
の

一
部
を
改
正
し
ま
し
た
の
で
、
記
入

に
あ
た
っ
て
は
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
役
所 

企
画
課 

統
計
担
当

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
２
２
２
）

・
軽
油
を
灯
油
や
重
油
で
水
増
し

・
灯
油
や
重
油
を
混
和
し
て
製
造
し

た
油
を
「
軽
油
」
と
偽
り
販
売
・
使
用

　

環
境
破
壊
を
伴
う
こ
れ
ら
の
脱
税

行
為
（
軽
油
引
取
税
32
・
１
円
／
㍑
）

を
、
県
で
は
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
て
い

ま
す
の
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
廃
食
油
な
ど
か
ら
つ
く
る

「
Ｂ
Ｄ
Ｆ（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
フ
ュ

エ
ル
）」
も
、
課
税
の
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
製
造
・
使

用
前
に
必
ず
県
税
事
務
所
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

不
正
軽
油
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
・
２
４
１
・
７
４
４

土
浦
県
税
事
務
所 

課
税
第
１
課

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
７
２
１
２

12
月
15
日
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教
育
ロ
ー
ン
と

　
　

利
子
補
給
制
度

教
育
ロ
ー
ン

融
資
額　

最
高
５
０
０
万
円
（
一
括

融
資
ま
た
は
分
割
融
資
）

返
済
期
間　

最
長
10
年　

元
金
据
置

期
間
（
最
長
５
年
）
設
定
可

金
利　

1.9
％
～
2.4
％
（
19
年
12
月
１

日
現
在
）
※
固
定
金
利
・
特
別
金
利

保
証
料
は
個
人
負
担

保
証　

茨
城
県
労
働
者
信
用
基
金
協

会
の
保
証　

利
子
補
給
制
度

　

在
学
中
（
最
長
４
年
以
内
）
の
、

子
ど
も
一
人
あ
た
り
１
０
０
万
円

（
一
世
帯
３
０
０
万
円
）
ま
で
の
融

資
に
対
し
、
年
１
％
の
利
子
補
給
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

（
財
）
茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金

☎
０
２
９
・
２
３
１
・
０
２
３
５

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
、「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
方　

・
融
資
の
対
象
と
な
る
学
校
に
入
学

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
方
の
保
護
者

　

技
能
講
習
で
、
小
規
模
ボ
イ
ラ
ー

の
取
扱
資
格
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

20
年
１
月
19
日
（
土
）・
20

日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　

茨
城
県
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
水
戸
市
千
波
町
東
久
保
６
９
７
）

受
講
料　

１
万
１
８
０
０
円
（
テ
キ

小
規
模
ボ
イ
ラ
ー

　
　

取
扱
技
能
講
習

「
働
く
人
の
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
室
」
開
設

　

い
ま
、
働
く
人
の
６
割
以
上
が
こ

こ
ろ
の
疲
れ
を
感
じ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
茨
城
産
業
保
健
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
12
月
か
ら
勤
労
者
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
相
談
く
だ

さ
い
。（
秘
密
厳
守
）

相
談
日
時　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日

午
後
３
時
～
６
時
（
祝
日
・
年
末
年

始
等
は
除
き
ま
す
）

※
予
約
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

相
談
内
容　

仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス
に

よ
る
精
神
的
な
悩
み
、
職
場
の
対
人

関
係
な
ど
勤
労
者
生
活
を
通
し
て
の

悩
み
に
関
す
る
も
の

対
象
者　

勤
労
者
本
人
と
そ
の
家

族
、
企
業
の
労
務
担
当
者
な
ど

相
談
方
法　

面
談
ま
た
は
電
話
に
よ

る
相
談
で
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
対
応
し
ま
す

相
談
料　

無
料

相
談
先
・
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政

法
人 

労
働
者
健
康
福
祉
機
構 
茨
城

産
業
保
健
推
進
セ
ン
タ
ー
「
働
く
人

の
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
室
」

水
戸
市
南
町
１-

３-

35 

水
戸
南
町

第
一
生
命
ビ
ル
４
Ｆ

☎
０
２
９
・
３
０
０
・
１
２
２
１

・
給
与
所
得
者
は
、
世
帯
の
年
収
が

９
９
０
万
円
以
内
、
事
業
所
得
者
は
世

帯
の
年
収
が
７
７
０
万
円
以
内
の
方

融
資
対
象
の
学
校　

高
等
学
校
、
短

期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
、
各
種
専

門
学
校
、
予
備
校
な
ど
（
外
国
の
学

校
の
場
合
は
、
６
か
月
以
上
の
留
学

に
限
り
ま
す
）

融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

２
０
０
万
円
以
内
（
融
資
限
度
内
で

の
重
複
可
）

利
率　

2.5
％（
19
年
11
月
１
日
現
在
）

返
済
期
間　

10
年
以
内

据
置
期
間　

在
学
期
間
内
で
元
金
返

済
の
据
置
が
で
き
ま
す

※
詳
し
い
内
容
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
金
融
公
庫 

土
浦

支
店  

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
４
１
４
１

霞
ヶ
浦
イ
キ
イ
キ
化

　
　
　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時　

12
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時
～

場
所　

ホ
テ
ル
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
（
土

浦
市
川
口
２-
11-
31
）　

定
員　

３
０
０
名

参
加
費　

無
料
（
交
流
会
に
参
加
す

る
方
は
１
０
０
０
円
か
か
り
ま
す
）

プ
ロ
グ
ラ
ム　

午
前
10
時
～ 

分
科
会

午
後
１
時
20
分
～ 

基
調
講
演

         　
　
　

西
川
り
ゅ
う
じ
ん 

氏

午
後
３
時
20
分
～ 

分
科
会
成
果
公
表

※
終
了
後
、
参
加
者
交
流
会

問
い
合
わ
せ　

土
浦
市 

市
長
公
室 

企
画
調
整
課　

☎
０
２
９
・
８
２
６
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
２
３
５
３
）

ス
ト
代
を
含
み
ま
す
）

申
込
方
法　

申
込
書
に
記
入
し
、
直

接
ま
た
は
現
金
書
留
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
連
絡
い
た
だ
い
て
か
ら
送
付

し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
締
切　

12
月
21
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
（
社
）
日
本

ボ
イ
ラ
協
会
茨
城
支
部　

〒
３
１
０-

０
０
２
２ 

水
戸
市
梅
香
１-

５-

５

☎
０
２
９
・
２
２
５
・
６
１
８
５

ＦＡＸ
０
２
９
・
２
２
５
・
６
５
０
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.jba-

ibaraki.jp/

究極の筑波流茅葺き民家が放映

　ＮＨＫの教育テレビで、タレントの谷啓さんが案内
役として全国放映されている「美の壺」で、八郷地区
の茅葺き屋根を取り上げ、究極の筑波流茅葺き民家特
集として、放映されます。
　石岡市が全国に誇る伝統文化の放映です。
　ぜひ、ご覧ください。

● ＮＨＫ教育テレビ「美の壺」

　　　12月 7日（金）午後10時〜

１５　広報いしおか　№５２
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